
滋賀県の災害医療体制について

令和６年５月16日

彦根保健所
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災害時、保健医療福祉分野では…

需要＞＞＞＞＞＞＞＞＞供給

⇒行政による連絡・調整が極めて重要
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医薬品が足り
ない！

病院に多数患
者が来て人手
が足りない！

重傷者がい
る！早く搬送

を！

福祉施設が半
壊、入所者を他
の施設に！

透析患者が３
日も透析でき
てない！

避難所でパニッ
クを起こしてい
る人がいる！

妊婦が不正出
血してる！

避難所で複数
名が熱発して
いる！

病院の自家発電
がもう持たな
い！燃料を！

人工呼吸器の
バッテリーがな
くなる！

避難者のADL
が著しく低下し
ている！
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【本日の内容】

湖東圏域で地震が発生した際、滋賀県および彦根保健所がどのよ
うな体制をとり、どのような活動を行うかを共有する



１ 滋賀県の体制について
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滋賀県地域防災計画
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滋賀県地域防災計画

風水害等対策編

震災対策編

事故災害対策編

原子力災害対策編

参考編

災害時応援協定編

災害対策基本法（第40条）

【滋賀県地域防災計画 抜粋】

１ 計画方針
災害が発生し、または発生するおそれ
がある場合、災害応急対策実施責任機
関は必要に応じ、それぞれ災害対策本
部等を設置し、緊密な連絡、協力のも
とに災害応急対策を実施する。

令和５年３月改訂



滋賀県災害対策本部の設置基準
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【滋賀県地域防災計画 抜粋】

（ア）設置基準

ａ 災害救助法の適用を必要とする災害が発生したとき。

ｂ 県内で震度 6 弱以上の地震が発生したとき、長周期地震動階級４が

観測されたとき、もしくは県内で特別警報が発表されたとき。

ｃ 大雨、洪水、暴風その他の警報が発表され、知事が必要と認めたとき。

ｄ 大規模な地震、火事、爆発、水難等が発生し、知事が必要と認めたとき。

ｅ 滋賀県地域防災計画（原子力災害対策編）第３章第３節第１に規定する

施設敷地緊急事態または全面緊急事態に該当するとき。



滋賀県地域防災計画
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滋賀県地域防災計画

風水害等対策編

震災対策編

事故災害対策編

原子力災害対策編

参考編

災害時応援協定編

災害対策基本法（第40条）

【滋賀県地域防災計画 抜粋】

３ 保健医療調整本部
保健医療活動チームの派遣調整、保
健医療活動に関する情報の連携、整理
および分析等の保健医療活動の総合調
整を行うため、健康医療福祉部に「保
健医療調整本部」を設置する。

※災害対策本部設置と同時に設置される。
令和５年３月改訂



保健医療調整本部設置の経過

【保健医療調整本部の設置】

平成29年７月５日付け厚生労働省通知

「大規模災害時の保健医療活動に係る体制の整備について」 抜粋

各都道府県における大規模災害時の保健医療活動に係る体制の整備に当
たり、保健医療活動チームの派遣調整、保健医療活動に関する情報の連携、
整理及び分析等の保健医療活動の総合調整を行う保健医療調整本部を設
置することとした。

被災都道府県は、当該都道府県に係る大規模災害が発生した場合には、速
やかに、都道府県災害対策本部の下に、その災害対策に係る保健医療活動
（以 下単に「保健医療活動」という。）の総合調整を行うための本部（以下
「保健医療調整本部」という。）を設置すること

【背景】

平成28年熊本地震の際に多くの支援チームが来たにもかかわらず、他部署と
情報連携が円滑にとれず、医療資源の分配が適切に行われなかった

縦割り行政の弊害



保健医療福祉調整本部へ

令和４年７月22日付け厚生労働省通知

「大規模災害時の保健医療福祉活動に係る体制の整備について」抜粋

令和３年防災基本計画及び厚生労働省業務に災害派遣福祉チーム（以下「 DWAT 」
という。）等の整備について追加された。また、令和３年度厚生労働科学研究の 「災
害発生時の分野横断的かつ長期ケアマネジメント体制構築に資する研究」おいて、保
健医療のみでは 福祉分野の対応ができず、保健・医療福祉の連携が重要であるとさ
れたことを踏まえ、 保健医療調整本部を 「保健医療福祉調整本部」としたところであ
る。

保
健

医
療

福
祉

保健所はこの保健医療福祉調整の地方本部機能を持つ

⇒彦根保健所には災害時に保健医療福祉調整地方本部
が立ち上がる



２ 彦根保健所の役割について
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医療救護に関する指揮命令・連絡調整の関係図
滋賀県地域防災計画（震災対策編）第３章災害応急対策計画 第６節 救急救助および医療救護計画より

医療、助産救護等に関する【指揮命令及び連絡調整】
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12令和5年2月24日 第165回市町村職員を対象とするセミナー 厚生労働省健康局健康課 保健指導室 資料
に滋賀県滋賀県広域災害時における医療救護活動指針に示すフェーズを追記

フェーズ１
（発生3時間）

フェーズ２

（72時間まで）
フェーズ３（4日～2週間） フェーズ４（2週間から2か月程度）

被災都道府県等による災害時保健医療対策について



【参考】フェーズに応じた活動 ー「滋賀県広域災害時における医療救護活動指針」よりー

時系列 保健医療福祉調整本部 保健医療福祉調整地方本部 医療機関

フェーズ １
・本部設置 ・地方本部設置 ・被災状況の報告

(EMIS入力) 

(発生～

3時間程度）

・EMISモード切り替え

(通常→災害) 

EMIS一斉通報

・職員登院、診療

体制の維持

【初動体制】
・災害医療ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ登庁 ・災害医療ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ登庁 ・病院内対策本部の

設置

・医療機関・医薬品に

かかる情報の収集

・地域における医療機関・

医薬品にかかる情報収集

・DMAT派遣準備、待機

・DMAT 派遣要請

(他府県含む) 

・地域内医療ニーズの

情報収集

・診療所による初期

活動

・報告情報の整理

・地方本部との連絡調整

・本部との連絡調整
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【参考】フェーズに応じた活動 ー「滋賀県広域災害時における医療救護活動指針」よりー

時系列 保健医療福祉調整本部 保健医療福祉調整地方本部 医療機関

フェーズ 2
・SCU 設置検討、設置要請 ・各種情報収集の継続、本部報

告

・DMAT 派遣・受入

(～72時間） ・各種情報収集の継続 ・医療救護所の運営支援 ・DMAT 活動

【DMAT派遣】 ・DMAT 活動の調整 ・DMAT 活動との連携

・医療ニーズの集約 ・医療救護活動支援要請

の集約

・医療救護班の派遣

調整

・医療救護班派遣要請 ・本部との連絡調整

・他府県への支援要請

(患者受入要請含む)

・診療所医師による

医療救護活動

・医薬品の確保対策 ・医薬品の確保対策

・物資支援要請への対応 ・物資支援要請への対応
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【参考】フェーズに応じた活動 ー「滋賀県広域災害時における医療救護活動指針」よりー

時系列 保健医療調整本部 保健医療福祉調整地方本部 医療機関

フェーズ3 
・医療救護班等の派遣調整 ・地域内医療救護班の調

整(活動場所、受入調整） ・医療救護班派遣

(4日～2週間）
・他府県からの医療救護班

の受入調整

・地域内医療救護活動の

把握

・診療所医師による

救護所等での

医療救護活動

【医療救護班派遣】 ・各種情報の集約・共有 ・各種情報の集約・共有

・本部との連絡調整

・医療救護班の活動調整 ・地域内医療救護班の

活動調整

・診療所医師による救護

所 等での医療救護活動

フェーズ4 

(2週間～2カ月程度）
【医療救護活動終了】

・医療救護活動終了
・地域内医療救護活動終了 ・医療救護活動終了
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３ 彦根保健所の体制について
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保健医療福祉調整湖東地方本部 組織図 （フェーズ２想定）

本部長

副本部長 災害医療コーディネーター

調
整
班

医
療
対
策
班

総
務
班

生
活
保
護
班

地
域
保
健
福
祉
班

生
活
衛
生
班

DMAT
活動

拠点本部
記録係

連携

外部から
の職員・
チームで
構成
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各班の役割

•調整班 ：医療関係情報以外の情報の収集や調整
道路情報の確認、市町の被災状況の確認、患者等搬送ルートの確認、

消防等との情報共有、避難所・医療救護所の確認、応援要請 など

•医療対策班 ：医療関係情報の収集や調整
ＥＭＩＳ情報の確認、病院等の情報、医療ニーズ・傷病者の受入確認調整、

医療救護班の派遣調整、医薬品等の調整、人工透析患者の調整 など

•記録係 ： 全体を通じての記録全般
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各班の役割

•総務班 ： 職員の安否確認、災害救援物資の払出し、庁舎破損
個所の対応、地方本部運営に必要な物品の手配、社会福祉施
設の被災状況の確認 など

•生活保護班 ： 生活保護世帯への対応 など

•地域保健福祉班 ： 難病患者への対応、小児慢性特定疾病児
童への対応、感染症発生時の対策 など

•生活衛生班 ： 毒物・劇物対策の支援、危険動物対策、避難所
の衛生対策、など
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外部からの職員・チーム

①災害医療コ－ディネ－タ－

ー被災地の保健医療ニーズの把握、保健医療活動チ－ムの派遣調整等の助言・支援

県が研修を開き任命している
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災害医療に
精通

県の医療事情
を熟知

災害医療コーディネーター



外部からの職員・チーム

・地域の医療機関に詳しい
・地域の関係機関との繋が
りが強い

・災害医療に関する専門知
識を有する
・機動力が高く、通信ツー
ルも使いこなせる

保健所DMAT

災害時においても円滑な医療救護活動を実施
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②DMAT活動拠点本部

ー医療機関の情報収集やDMATの指揮・登録・活動指示・搬送調整等の業務を担う



保健医療福祉調整湖東地方本部設置場所

湖東健康福祉事務所 ２階会議室
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【参考】訓練の様子
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搬送要請、薬や医療機器の調整、
保健医療相談 etc…
様々な調整依頼の電話が入る

難病患者、小児慢性特定疾病患
者に電話し安否確認
「酸素ボンベは後何日持ちます
か？」



【参考】訓練の様子
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「医療機関の被災状況は！？」
EMISというシステムから情報収集

収集した医療機関の情報をDMATと共有
「○○病院は患者受入れ可能ですね」
「▲▲病院に急いで薬を手配しましょ
う」



【参考】訓練の様子
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本部長に報告、災害医療コーディ
ネーターと相談しながら対応
「福祉施設からの避難の移動手段は
どこで調整できる？」

情報は全部記録



ありがとうございました

26


